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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第69期

第３四半期
連結累計期間

第70期
第３四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 12,347,034 13,331,386 17,062,915

経常利益 (千円) 196,661 376,076 344,754

四半期(当期)純利益 (千円) 65,140 182,708 108,110

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 282,214 201,400 343,477

純資産額 (千円) 6,959,971 7,084,631 6,983,957

総資産額 (千円) 23,242,862 21,709,317 22,852,966

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 10.85 30.44 18.01

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 29.6 32.2 30.2
 

 

回次
第69期

第３四半期
連結会計期間

第70期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 8.65 20.41
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等(消費税及び地方消費税以下同じ)は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当グループ(当社及び連結子会社)が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１)業績の状況

当第３四半期連結累計期間における日本の経済状況は、消費増税後の落ち込みから持ち直しつつあるものの、実

質所得の減少による個人消費の低迷や円安進行による輸入原材料費の高騰など、依然として先行きは不透明な状況

で推移しました。世界経済は、中国経済及び欧州経済に停滞感がみられるものの、米国経済において個人消費や設

備投資が底堅く推移し、全体として緩やかな回復を維持しました。

　物流業界におきましては、国内貨物は消費増税に伴う個人消費の低迷により消費関連貨物が減少したことに加

え、民間住宅等の建設需要が低迷し建設関連貨物が減少しました。輸出貨物は、円安の進行による生産拠点の日本

回帰や世界経済の緩やかな回復を背景に増加基調で推移しました。

　このような事業環境の中、当社は当第３四半期連結累計期間において、医療機器関連等の３PL分野の取扱額が減

少したものの、無線通信機器及び円安による国際海上貨物における工作機械の取扱額が大幅に増加した結果、売上

高は増加しました。また、人員配置の効率化を図ったことに加え、倉庫稼働率を高水準で維持したこと等により、

梱包事業部門及び倉庫事業部門の原価率が改善し、営業利益は大幅に増加しました。

　国内連結子会社におきましては、主要顧客の取扱量が安定して推移したことに加え、経費削減等の効果も寄与し

継続して利益を計上しました。

　中国連結子会社におきましては、主要顧客の他国への生産移管により売上高が減少する中で、新規顧客の開拓及

び人員整理等の施策に着手しておりますが、事業再編に関する一時的な費用の発生や為替レートの影響等もあり、

事業採算の改善には至りませんでした。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高133億31百万円(前年同期比8.0%増)、営業利益５億10百

万円(前年同期比51.7%増)、経常利益３億76百万円(前年同期比91.2%増)、四半期純利益１億82百万円(前年同期比

180.5%増)となりました。
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セグメントの業績は次のとおりであります。

① 梱包事業部門

無線通信機器の取扱額が大幅に増加したほか、国際海上貨物における工作機械の取扱額が増加いたしました。

　この結果、当該部門の業績は、売上高98億95百万円(前年同期比9.3%増)、セグメント利益６億91百万円(前年同

期比38.8%増)となりました。

 

② 運輸事業部門

医療機器関連等の３PL分野の取扱額が減少したものの、無線通信機器及び国際海上貨物における工作機械の取

扱額が増加いたしました。

　この結果、当該部門の業績は、売上高19億42百万円(前年同期比2.6%増)、セグメント利益67百万円(前年同期比

14.5%減)となりました。

 

③ 倉庫事業部門

倉庫稼働率を高水準で維持したことに加え、京浜事業所の業績が安定推移したことも寄与し、売上高及びセグ

メント利益ともに増加いたしました。

　この結果、当該部門の業績は、売上高12億51百万円(前年同期比15.1%増)、セグメント利益２億35百万円(前年

同期比68.5%増)となりました。

 

④ 賃貸ビル事業部門

本社ビルにおける不動産管理会社の契約変更に伴い、売上高及びセグメント利益ともに減少いたしました。

　この結果、当該部門の業績は、売上高２億41百万円(前年同期比22.7%減)、セグメント利益１億17百万円(前年

同期比33.2%減)となりました。
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(２) 財政状態の分析

① 資産

当第３四半期連結会計期間末の財政状況は、総資産217億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億43百

万円の減少となりました。主な内容は、以下のとおりであります。

流動資産につきましては、66億92百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億16百万円減少いたしました。こ

れは主に、現金及び預金の減少５億87百万円、繰延税金資産の減少１億36百万円によるものであります。

固定資産につきましては、150億17百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億26百万円減少いたしました。

これは主に、有形固定資産において、建物及び構築物の減少３億15百万円、リース資産の減少１億55百万円によ

るものであります。

② 負債

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、146億24百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億44百万円減

少いたしました。

流動負債につきましては、47億50百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億91百万円減少いたしました。こ

れは主に、支払手形及び買掛金の減少２億98百万円、短期借入金の減少３億24百万円及び賞与引当金の減少76百

万円によるものであります。

固定負債につきましては、98億73百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億52百万円減少いたしました。こ

れは主に、長期借入金の減少５億47百万円、リース債務の減少１億48百万円及び長期預り金の増加１億32百万円

によるものであります。

③ 純資産

純資産につきましては、70億84百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億円増加いたしました。これは主

に、利益剰余金の増加82百万円、繰延ヘッジ損益の減少21百万円及び為替換算調整勘定の増加27百万円によるも

のであります。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の30.2%から32.2%となりました。

 
(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(４) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は57百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(１)【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,006,373 同左
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は
100株であります。

計 6,006,373 同左 ― ―
 

 

(２)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(３)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(４)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(５)【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年10月１日～
平成26年12月31日

― 6,006,373 ― 2,523,866 ― 2,441,128
 

 

(６)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(７)【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

(平成26年９月30日現在)

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   3,600

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,995,100
59,951 ―

単元未満株式
普通株式

7,673
― ―

発行済株式総数 6,006,373 ― ―

総株主の議決権 ― 59,951 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞれ1,400

株(議決権14個)及び50株含まれております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式70株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

(平成26年９月30日現在)

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
㈱サンリツ

東京都港区港南二丁目
12番32号

3,600 ― 3,600 0.06

計 ― 3,600 ― 3,600 0.06
 

(注)当第３四半期会計期間末の自己株式数は、3,820株であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,136,440 2,549,237

  受取手形及び売掛金 ※  3,732,988 ※  3,667,901

  商品及び製品 55,192 59,463

  原材料及び貯蔵品 99,088 138,038

  繰延税金資産 212,529 75,850

  その他 178,744 208,160

  貸倒引当金 △6,000 △6,600

  流動資産合計 7,408,986 6,692,050

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 8,680,522 8,364,771

   機械装置及び運搬具（純額） 114,131 123,701

   土地 2,308,754 2,308,754

   リース資産（純額） 2,410,227 2,254,570

   その他（純額） 35,966 40,692

   有形固定資産合計 13,549,603 13,092,489

  無形固定資産   

   ソフトウエア 114,589 112,949

   その他 6,447 6,276

   無形固定資産合計 121,037 119,225

  投資その他の資産   

   投資有価証券 446,759 454,099

   破産更生債権等 19,253 21,453

   繰延税金資産 706,324 731,226

   その他 617,072 615,902

   貸倒引当金 △16,070 △17,130

   投資その他の資産合計 1,773,339 1,805,551

  固定資産合計 15,443,979 15,017,266

 資産合計 22,852,966 21,709,317
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  1,373,397 ※  1,074,710

  短期借入金 2,522,859 2,198,710

  1年内償還予定の社債 112,000 112,000

  リース債務 194,143 197,199

  未払法人税等 72,495 25,002

  賞与引当金 262,304 186,097

  その他 905,332 ※  957,138

  流動負債合計 5,442,531 4,750,858

 固定負債   

  社債 219,000 128,000

  長期借入金 6,643,100 6,095,564

  リース債務 2,301,732 2,153,068

  退職給付に係る負債 647,224 709,451

  資産除去債務 389,246 395,525

  長期預り金 50,342 182,937

  金利スワップ 175,830 209,280

  固定負債合計 10,426,476 9,873,827

 負債合計 15,869,008 14,624,686

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,523,866 2,523,866

  資本剰余金 2,441,128 2,441,128

  利益剰余金 1,918,963 2,001,037

  自己株式 △3,056 △3,150

  株主資本合計 6,880,901 6,962,882

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 175,251 175,935

  繰延ヘッジ損益 △113,586 △135,195

  為替換算調整勘定 △11,406 16,321

  退職給付に係る調整累計額 △37,248 △32,052

  その他の包括利益累計額合計 13,010 25,009

 少数株主持分 90,045 96,739

 純資産合計 6,983,957 7,084,631

負債純資産合計 22,852,966 21,709,317
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

　 　【四半期連結損益計算書】

　　【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 12,347,034 13,331,386

売上原価 10,273,499 11,005,531

売上総利益 2,073,534 2,325,854

販売費及び一般管理費   

 販売費 864,086 922,301

 一般管理費 872,862 892,879

 販売費及び一般管理費合計 1,736,949 1,815,181

営業利益 336,584 510,673

営業外収益   

 受取利息 5,340 2,429

 受取配当金 4,891 6,362

 受取保険金 1,954 5,961

 その他 10,184 4,603

 営業外収益合計 22,370 19,357

営業外費用   

 支払利息 160,911 146,355

 その他 1,382 7,598

 営業外費用合計 162,293 153,954

経常利益 196,661 376,076

特別利益   

 固定資産売却益 36 527

 会員権売却益 2,800 －

 特別利益合計 2,836 527

特別損失   

 固定資産売却損 1 －

 特別損失合計 1 －

税金等調整前四半期純利益 199,496 376,604

法人税、住民税及び事業税 46,028 52,731

法人税等調整額 91,055 133,726

法人税等合計 137,084 186,458

少数株主損益調整前四半期純利益 62,412 190,146

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2,728 7,438

四半期純利益 65,140 182,708
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　【四半期連結包括利益計算書】

 【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 62,412 190,146

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 78,669 △60

 繰延ヘッジ損益 47,941 △21,608

 為替換算調整勘定 93,192 27,727

 退職給付に係る調整額 － 5,196

 その他の包括利益合計 219,802 11,254

四半期包括利益 282,214 201,400

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 284,285 194,707

 少数株主に係る四半期包括利益 △2,070 6,693
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【注記事項】
 

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更等)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に

近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平

均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が35,963千円増加し、利益剰余金

が23,232千円減少しております。これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

(追加情報)

厚生年金基金の特例解散について

　当社及び国内連結子会社が加入する「東京貨物運送厚生年金基金」は、平成26年７月11日開催の代議員会におい

て特例解散の方針を決議しております。

　同基金の解散に伴い損失の発生が見込まれますが、解散に伴う影響につきましては、現時点で不確定要素が多

く、合理的な見積金額の算定ができません。

　見積金額が判明した時点で、会計処理を行います。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　 四半期連結会計期間末日及び連結会計年度末日が休日の場合の同日の満期手形の会計処理については、満期日に決

済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

受取手形 1,605千円  26,368千円

支払手形 10,316千円  11,988千円

流動負債「その他」
(設備関係支払手形)

―千円  1,601千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 577,169千円 560,574千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

 

１　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 73,535千円 12円25銭 平成25年３月31日 平成25年６月26日
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

 

１　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成26年６月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金  78,035千円  13円00銭 平成26年３月31日 平成26年６月25日
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
梱包事業 運輸事業 倉庫事業 賃貸ビル事業 計

売上高       
(１) 外部顧客に対する

売上高
9,053,584 1,892,906 1,087,804 312,738 12,347,034 12,347,034

(２) セグメント間の
    内部売上高又は
    振替高

― 144 ― ― 144 144

計 9,053,584 1,893,050 1,087,804 312,738 12,347,178 12,347,178

セグメント利益 498,390 79,086 139,911 176,424 893,812 893,812
 

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 893,812

セグメント間取引消去 678

全社費用(注) △557,905

四半期連結損益計算書の営業利益 336,584
 

(注) 全社費用は、主に当社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

 

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
梱包事業 運輸事業 倉庫事業 賃貸ビル事業 計

売上高       
(１) 外部顧客に対する

売上高
9,895,022 1,942,830 1,251,909 241,624 13,331,386 13,331,386

(２) セグメント間の
    内部売上高又は
    振替高

― 1,429 ― ― 1,429 1,429

計 9,895,022 1,944,259 1,251,909 241,624 13,332,815 13,332,815

セグメント利益 691,528 67,609 235,752 117,847 1,112,737 1,112,737
 

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,112,737

セグメント間取引消去 501

全社費用(注) △602,566

四半期連結損益計算書の営業利益 510,673
 

(注) 全社費用は、主に当社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

　

３　報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更したこ

とに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更が当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

 
４　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 10円85銭  30円44銭

(算定上の基礎)   

 四半期純利益金額 65,140千円  182,708千円

 普通株主に帰属しない金額 ―千円 ―千円

 普通株式に係る四半期純利益金額 65,140千円  182,708千円

 普通株式の期中平均株式数 6,002,841株  6,002,690株
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月13日

株式会社サンリツ

取 締 役 会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　 佐　　野　　　　　裕　　㊞

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　 山　　口　　直　　志　　㊞

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 　加　　藤　　雅　　之　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンリ

ツの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンリツ及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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